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法、手段などを取り決めておく計画のことです。
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九州経済産業局＞政策紹介＞中小企業支援＞BCP事例集

｜　　　　　　　 大切なビジネスを守るＢＣＰ事例集を作成しました　　　　　　　　　　　　

｜
こ こ に

台風や地震などの自然災害発生時に 事業者が受ける被害を最小限に抑え、事業を速やかに復旧・継続するためには、平

時から事前に想定さ れる被害を検討し対策をとっておくことが重要です。

このため、本事例集では、危機的状況においても事業を継続できるよう様々な対策に取り組まれている九州地域の中小企

業 等の事例をテーマごとにまとめております。多くの皆様のご 参考となり 、事業継続に向けた取り組みの一助となれば幸い

です。

ＢＣＰ（事業 継続計画）とは ？

事例集

事例集詳細版
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テーマ：人材育成

タイトル：朝礼での活動を通じ、従業員に危機意識浸透

● ＢＣＰ策定は、会社/社員/取引先の生命と財産を守るという思いとマッチ

● 朝礼で「ＫＹ活動（危険予知活動）」と「ええじゃないか運動」を実施。

この延長線上としてＢＣＰを捉え、従業員への意識浸透も円滑に進んだ

● 立 地する 大分県が 南海トラ フ地震の 影響が 危惧

さ れる地域で あり 、当社の 清松社長 が、 何か対

策を 行う 必要性を感じ てい たところ 、BCP 策定の

チラ シを 見つけたの がきっ かけ。 ＢＣＰ策定 は、会

社 ・社員 ・取引先の 生命 と財産を 守りたい とい

う 社長の 思い とマッ チしてい た。

● ＢＣＰは、2019 年ﾌ 月 に策 定。社長 は大分 県鉄構

工業会 の理事長 でもある 。当 社の関 係する建 設

業界で は ＫＹ 活 動 （危 険予知 活動）とい う、 職場

やｲ乍業 の状況の なか に潜む危 険要因を 取り 除こ

うと する 活 動を 日 頃から行っ ている 。当 社では 、

朝礼を毎 朝 実施 して 、朝礼 の中で ＫＹ 活動 として 、

各グル ープで 話し合い 、起こ りうる 危険を 想定 、

次に どのよう にす れば危険を 回避 出来るか 考え 、

それぞ れ防止対 策を 立てている 。ま た「ええ

じ ゃない か運 動」と称し 、朝礼 で、 社員が昨 日

のミ スや 失敗を 発表し 、そ れに対して 社長や 社

員たち が「ええじ ゃない か 」と言って 失敗を 咎

めない 活動も 実施してい る。 失敗が 許される 環

境でな ければ 、人は 問題が表面 化しな い限り 、

ギリギ リまで 報告しよう としな い。で すから 、

いか に前もって 言っても らう かが大切 である と

思う 。 ＢＣＰは、こ れら 「 ＫＹ 活 動」と 「え えじ ゃ

ない か運動 」の 延長線 上にあるも ので 、BCP 策 定

に当 たっ て は、特に難し いと 思うよう なこと は

なく 、その後の 従業員 への 意識の浸 透も 容易

だっ た。ただし 、現 在のＢＣＰは 、あ くまで も枠 組

みの みのため 、今後 、詳細 はさら に 検討して い

くつも りである 。

● なお 、当社 は、2018 年 に当 時の売上 金額の 倍以

上であっ た 「35 億売っ てハワ イへ行こ う!!」と

いう目 標を 掲げ た。 社員たちが ワクワ クと楽し

く仕 事ができる 環境を 整え た結果、 その不可 能

と思わ れた目 標も わ ずか3 年で 達成 すること がで

きた 。

【会社概要】

企業名：清松総合鍼工株式会社

所　在：大分県宇佐市大字尾永＃470-1

資本金:1,000 万円

従業員数:38 名

業　種：建設用・建築用金属製品製造業

企業H P : http://ｗｗｗ.kiss.nｅ.ip/
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● 当社が行う鉄骨工事は災害発生後、直ぐに必要

となる製品やその組立であるため、災害時でも

供給が円滑に進めるように、各情報は全てコン

ピュータで管理し、バックアップも随時行って

いる。社員の安全確保にも気を配っており、社

員の緊急連絡にはグループラインを使用し、多

くは会社の近隣に住んでいるので、何かあれば

直ぐ安否確認できる状況にある。

● また、創立50 周年を迎えた2017 年には、記念事

業として新社屋及び第5工場を新設した。第５工

場は、近隣地域住民など300 名が津波時等に一時

避難所として利用できるよう、屋根や炊事場を

設置した。さらに2018 年11月には、宇佐市との

間で「津波時における一時避難所としての使用

に関する協定」を締結し、工場屋上を無料の一

時避難所として明記するとともに、協定を踏ま

えた防災訓練を宇佐市が実施した際には訓練の
サポートも行った。

● 会社 ・社員・取 引先の 生命と財 産を 守る という

社長の 思いを 明文化でき たこ とに加え 、信用力

向上 にも 繋がっ たと考え ている 。

● なお、 屋根付き の屋上 施設や 炊事場を 設置し た

こと によ り通常よ り建 設費用が ５千万 円ほど余

分に発 生したが 、当社 の社是 とし て 掲げ ている

「世の ため　 人のため　 そし て自己 のため 」を

正に実 践でき たと考え ている 。
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